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研究成果の概要（和文）：細胞分化では、転写因子、ヒストン修飾を始めとする様々なエピゲノム制御により、
一群の分化関連遺伝子が選択的に発現する。近年、ヒストンバリアントが特定の組成比でクロマチン構造を形成
し、ゲノム上の遺伝子の選択から転写量調節まで幅広く関与していることが明らかとなった。しかし、その成立
機序や機能は未だ不明な点が多い。そこで、本研究では骨格筋幹細胞から成熟した筋組織に至る過程の様々な前
駆細胞、成熟筋組織に至る過程で、新規に同定した骨格筋特異的ヒストンバリアントが分化遺伝子の選択から、
発現後の転写レベル調節を行う際のゲノム上のクロマチン組成とその機能解明を行い、一部は論文発表し、残り
は論文投稿中である。

研究成果の概要（英文）：In cell differentiation, a group of differentiation-related genes are 
selectively expressed by various epigenome regulations including transcription factors and histone 
modifications. In recent years, it has been cleared that histone variants form a chromatin structure
 at a specific composition ratio and are widely involved in the selective gene expression on the 
genome to the regulation of transcriptional amount. However, there are still many unclear points 
about the formation mechanism and function. Therefore, in the present study, novel identified 
skeletal muscle-specific histone variants from the selection of differentiation genes in the process
 of reaching various precursor cells and mature muscle tissues in the process from skeletal muscle 
stem cells to mature muscle tissues. We have elucidated the chromatin composition on the genome and 
its function when controlling the transcription level, some of which have been published and others 
have been submitted.

研究分野：エピゲノム
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、骨格筋幹細胞から筋肉を形成する遺伝子発現プログラムの解明を進めた。細胞内の遺伝子発現は、
クロマチン構造の変換により制御されている。その構造を担っているのが、ヒストンである。本研究ではヒスト
ンの亜種の解析、特に骨格筋幹細胞に発現するものに焦点を絞って解析を行い、骨格筋分化を促進、あるいは阻
害する機能をもつ新規ヒストンを同定した。今後これらヒストンを起点とした筋再生機構の解明や応用が期待で
きる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
骨格筋分化での転写制御解析は、1980 年代に発見された骨格筋分化を誘導するマスター遺伝子

MyoDを起点として展開されてきた。転写因子MyoDの発現後、段階的かつ秩序だって様々な転

写因子や数百もの骨格筋分化マーカー遺伝子が、同調的かつ的確なタイミングで、ヒストン修飾

やクロマチン構造変換等の制御を受け発現に至る過程が詳細に解明されている。一方で、これま

での申請者や他のグループによるゲノムワイドな解析手法(ChIP-seq: 網羅的クロマチン免疫沈

降産物の同定法)により、MyoD が、転写そのものではなく、転写活性化に必要なクロマチン構

造を形成する機能を果たしていることが明らかとなった(Cao et al., Cell, 2010, Harada et al., EMBO 

J, 2012)。更に我々はMyoDによりヒストン H3.3の選択的な取り込みが行われることを明らかに

した。これは、ヒストン置換が転写因子の結合やヒストン修飾に加えて、第 3の転写制御として

機能していることを示唆する。 

トランスクリプトームデータの解析から、従来均一と考えられていたヒストン H3.1、H3.2そし

て H3.3 の発現量比が組織によって大きく異なることが明らかとなった。そこで、ヒストン H3

の発現量比による転写制御が骨格筋分化（分化能）を制御しているのではないかと考え、各ヒス

トン H3 の発現量比と細胞分化能の相関を評価した。結果 H3.3 発現レベルが高い細胞では細胞

分化効率、速度が加速する一方、H3.1/H3.2の発現レベルが高い細胞では細胞分化能、分化速度

ともに著しく下がることが明らかとなった(Harada et al., Nucl. Acids Res., 2015)。これら事実は分

化時の転写因子の機能には、十分な量の H3.3 が提供される必要があることを示唆している

（Harada et al., Cell Reports, 2017）。 

申請者らは、上記ヒストン H3.3 の機能解析の過程で、ヒストン H3 が既知の４遺伝子(CENPA、

H3.1、H3.2、H3.3)に加えて、異なるアミノ酸配列をコードする未知 14遺伝子を同定し、その多

くが様々な組織でタンパク質として発現していることを明らかにした(Maehara et al., Epigenetics 

Chromatin, 2015) 。更に、4 種が骨格筋組織に強く発現しており、その中でも H3mm7 が骨格筋

幹細胞に特異的に発現している一方、H3mm13は筋繊維に発現していることが明らかとなった。

特にこれらヒストンを細胞レベルで遺伝子破壊することで、分化能が消失すること、更に骨格筋

分化に関わる遺伝子群の発現誘導は起こるが転写レベルが低下する“転写の基底レベル変化”が

認められた。従って、新規ヒストン H3群は、転写因子とは異なり遺伝子発現誘導後の転写量調

節においてゲノムワイドに重要な機能を持っていることが示唆された。 

以上のことから、これら多様なヒストン H3 バリアントの選択的なクロマチンへの取り込みは、

分化における特定の遺伝子の選択的発現に加えて、転写後の発現レベルの調節に寄与している

ことが示唆されつつあった。ヒストン H3バリアントによる転写レベル制御は近年国際的に注目

されている分野であるが(Hake S et al., 2012)、その分子実態は全く知られておらず、先行知見を

基に展開することが可能で優位な状況にあったといえる。 
２．研究の目的 
＜クロマチン組成が規定する骨格筋分化制御機構の解明＞ 

細胞分化では、転写因子、ヒストン修飾を始めとする様々なエピゲノム制御により、一群の分化

関連遺伝子が選択的に発現する。近年、ヒストンバリアントが特定の組成比でクロマチン構造を

形成し、ゲノム上の遺伝子の選択から転写量調節まで幅広く関与していることが明らかとなっ

た。しかし、その成立機序や機能は未だ不明な点が多い。そこで、本研究では骨格筋幹細胞から

成熟した筋組織に至る過程の様々な前駆細胞、成熟筋組織に至る過程で、ヒストンバリアントが

分化遺伝子の選択から、発現後の転写レベル調節を行う際のゲノム上のクロマチン組成とその

機能解明を行った。 
３．研究の方法 



本研究では、ヒストンH3バリアントにより構成されるクロマチン組成の変化が、骨格筋分化

を全ゲノムレベルの遺伝子発現調節する機構を明らかにすることを目的とする。Aim1では、ヒ

ストンH3バリアントにより構成されるクロマチン構造の全貌解明を目指した。マウス組織を用

いて、生体内での骨格筋組織形成時の多角的なクロマチン構造（エピゲノム情報）の解析を行

う。そこで、申請者らが開発した微量且つ組織レベルでの解析が可能なChILT法を含めて微量

エピゲノム解析を多面的に行った。またAim2では、ヒストンH3バリアントによって構成される

特徴的なクロマチン構造の形成メカニズムとその機能を、ヒストンH3バリアント結合因子の同

定とCRISPR/Cas9を用いた生体内での遺伝子破壊、ノックイン等による機能検証により進め

た。 

４．研究成果 

本研究では骨格筋幹細胞に特異的に発現するヒストン H3mm7 を中心に解析を行った。H3mm7

は骨格筋幹細胞のなかでも Quiescent Stem Cellの段階で微弱に発現しているヒストンであった。

そこで、ノックアウトマウスを作成した結果、筋再生の遅延が認められた。詳細なメカニズムを

解明するためにノックアウト C2C12 細胞を樹立したところ、同じく筋分化能の著しい低下が認

められ、更にその筋分化能は、H3mm7の強制発言により回復することが示された。H3mm7のク

ロマチン構造上での機能を解明するため ChIPseq をはじめとする様々なエピゲノム解析を行っ

た結果、H3mm7が取り込まれたクロマチンは弛緩しやすい性質を持っており、筋分化時の遺伝

子発現において転写量を亢進させる機能を有していることが明らかとなった。更に共同研究に

よりヌクレオソームの分子構造を解析したところ、H3-H4の相互作用が弱くなっており、不安定

なヌクレオソームを形成することが明らかとなった。これらの結果より、H3mm7は骨格筋幹細

胞に一過的に発現し、クロマチンに取り込まれることで転写活性を亢進する作用を有している

ことが明らかとなった。また、この作用により骨格筋幹細胞は迅速な分化、増殖を遂げ再生能を

保持していると考えられた。本解析結果は論文発表を行った。 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kajitani Takuya、Kato Hiroaki、Chikashige Yuji、Tsutsumi Chihiro、Hiraoka Yasushi、Kimura
Hiroshi、Ohkawa Yasuyuki、Obuse Chikashi、Hermand Damien、Murakami Yota

114
 １．著者名

10.1111/andr.12438

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Roles of histone H3.5 in human spermatogenesis and spermatogenic disorders

Andrology 158～165

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Shiraishi K.、Shindo A.、Harada A.、Kurumizaka H.、Kimura H.、Ohkawa Y.、Matsuyama H. 6
 １．著者名

10.1016/j.semcdb.2017.10.022

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Temporal regulation of chromatin during myoblast differentiation

Seminars in Cell & Developmental Biology 77～86

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Harada Akihito、Ohkawa Yasuyuki、Imbalzano Anthony N. 72
 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1093/hmg/ddx236

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Evolution of the sperm methylome of primates is associated with retrotransposon insertions and
genome instability

Human Molecular Genetics 3508～3519

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Fukuda Kei、Inoguchi Yukihiro、Ichiyanagi Kenji、Ichiyanagi Tomoko、Go Yasuhiro、Nagano
Masashi、Yanagawa Yojiro、Takaesu Noboru、Ohkawa Yasuyuki、Imai Hiroo、Sasaki Hiroyuki

26
 １．著者名

10.1098/rsob.170119

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The requirement of Mettl3-promoted            MyoD            mRNA maintenance in proliferative
myoblasts for skeletal muscle differentiation

Open Biology 170119～170119

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kudou Kensuke、Komatsu Tetsuro、Nogami Jumpei、Maehara Kazumitsu、Harada Akihito、Saeki
Hiroshi、Oki Eiji、Maehara Yoshihiko、Ohkawa Yasuyuki

7
 １．著者名

doi: 10.1371/journal.pone.0185133

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Biochemical and immunological characterization of a novel monoclonal antibody against
mouseleukotriene B4 receptor 1.

PLoS One. e0185133

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Sasaki F, Koga T, Saeki K, Okuno T, Kazuno S, Fujimura T, Ohkawa Y, Yokomizo T. 12
 １．著者名

10.1016/j.abb.2017.08.006

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The novel heme-dependent inducible protein, SRRD regulates heme biosynthesis and circadian
rhythms

Archives of Biochemistry and Biophysics 19～29

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Adachi Yuka、Umeda Mana、Kawazoe Asako、Sato Tetsuya、Ohkawa Yasuyuki、Kitajima Sakihito、Izawa
Shingo、Sagami Ikuko、Taketani Shigeru

631
 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1136/annrheumdis-2016-209632

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
GWAS of clinically defined gout and subtypes identifies multiple susceptibility loci that
include urate transporter genes

Annals of the Rheumatic Diseases 869～877

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
14.Nakayama A, Nakaoka H, Yamamoto K, Sakiyama M, Shaukat A, Toyoda Y, Okada Y, Kamatani Y,
Nakamura T, Takada T , Inoue K, Yasujima T, Yuasa H, Shirahama Y, Nakashima H, Shimizu S,
Higashino T, Kawamura Y, Ogata H, Kawaguchi M, Ohkawa Y,他25名, Matsuo H.

76

10.1093/nar/gkx475

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Chd2 regulates chromatin for proper gene expression toward differentiation in mouse embryonic
stem cells

Nucleic Acids Research 8758～8772

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Semba Yuichiro、Harada Akihito、Maehara Kazumitsu、Oki Shinya、Meno Chikara、Ueda Jun、Yamagata
Kazuo、Suzuki Atsushi、Onimaru Mitsuho、Nogami Jumpei、Okada Seiji、Akashi Koichi、Ohkawa
Yasuyuki

45

10.1038/nm.4354

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Interaction of reactive astrocytes with type I collagen induces astrocytic scar formation
through the integrin?N-cadherin pathway after spinal cord injury

Nature Medicine 818～828

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Hara Masamitsu、Kobayakawa Kazu、Ohkawa Yasuyuki、Kumamaru Hiromi、Yokota Kazuya、Saito
Takeyuki、Kijima Ken、Yoshizaki Shingo、Harimaya Katsumi、Nakashima Yasuharu、Okada Seiji

23
 １．著者名

10.1111/cas.13353

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Persistent detection of alternatively spliced BCR-ABL variant results in a failure to achieve
deep molecular response

Cancer Science 2204～2212

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Yuda Junichiro、Miyamoto Toshihiro、Odawara Jun、Ohkawa Yasuyuki、Semba Yuichiro、Hayashi
Masayasu、Miyamura Koichi、Tanimoto Mitsune、Yamamoto Kazuhito、Taniwaki Masafumi、Akashi
Koichi

108



2017年

2017年

2017年

〔学会発表〕　計48件（うち招待講演　17件／うち国際学会　13件）

2018年

 ２．発表標題

Muscle Development, Regeneration and Disease 2018（国際学会）
 ３．学会等名

Yasuyuki Ohkawa
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Low-input Epigenomic Profiling Technology toward Identifying Myogenic Chomatin Structure.

10.1126/science.aak9867

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Crystal structure of the overlapping dinucleosome composed of hexasome and octasome

Science 205～208

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Kato Daiki、Osakabe Akihisa、Arimura Yasuhiro、Mizukami Yuka、Horikoshi Naoki、Saikusa Kazumi、
Akashi Satoko、Nishimura Yoshifumi、Park Sam-Yong、Nogami Jumpei、Maehara Kazumitsu、Ohkawa
Yasuyuki、Matsumoto Atsushi、Kono Hidetoshi、Inoue Rintaro、Sugiyama Masaaki、Kurumizaka
Hitoshi

356

10.1111/gtc.12481

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Thymine DNA glycosylase modulates DNA damage response and gene expression by base excision
repair-dependent and independent mechanisms

Genes to Cells 392～405

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Nakamura Tomohumi、Murakami Kouichi、Tada Haruto、Uehara Yoshihiko、Nogami Jumpei、Maehara
Kazumitsu、Ohkawa Yasuyuki、Saitoh Hisato、Nishitani Hideo、Ono Tetsuya、Nishi Ryotaro、Yokoi
Masayuki、Sakai Wataru、Sugasawa Kaoru

22

10.1021/acs.biochem.6b01098

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Crystal Structure and Characterization of Novel Human Histone H3 Variants, H3.6, H3.7, and H3.8

Biochemistry 2184～2196

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Taguchi Hiroyuki、Xie Yan、Horikoshi Naoki、Maehara Kazumitsu、Harada Akihito、Nogami Jumpei、
Sato Koichi、Arimura Yasuhiro、Osakabe Akihisa、Kujirai Tomoya、Iwasaki Takeshi、Semba
Yuichiro、Tachibana Taro、Kimura Hiroshi、Ohkawa Yasuyuki、Kurumizaka Hitoshi

56



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

NCNP神経研究所セミナー（招待講演）

第12回日本エピジェネティクス研究会年会

【ゲノム編集】ｷｯｸｵﾌミーティング

第2回代謝統合オミクス領域会議

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大川恭行

大川恭行

大川恭行

大川恭行

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

ChiLT-an epigenomic Profiling for Single Cell Analysis

遺伝子発現能から迫る骨格筋再生機構の解明～トランスクリプトミクスによるアプローチ～

1細胞エピゲノム解析技術の開発

ゲノムワイドな遺伝子発現制御機構を基盤とした神経組織特異的クロマチン構造の解明



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

2018 Federation of American Societies for Experimental Biology (FASEB)（国際学会）

The 6th Society of Skeletal Muscle Cells

東京大学理学部研究セミナー

Gordon Research Conference「Chromatin Encounters Shaping Genome Architecture and Function」（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大川恭行

 ３．学会等名

大川恭行

Yasuyuki Ohkawa

Yasuyuki Ohkawa

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

クロマチン組成変化から考える細胞分化能制御～トランスクリプトミクスの新たな展開～

ChiLT-an Epigenomic Profiling for Single Cell Analysis

Histone H3.3 sub-variants are required for regulating skeletal muscle differentiation.

Histone composition in chromatin regulates skeletal muscle regeneration

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

CREST領域会議

ゲノム編集班会議

理研連携プロジェクト「エピゲノム操作」（招待講演）

Cell Symposium: Single Cells: Technology to Biology（国際学会）
 ３．学会等名

大川恭行

大川恭行

大川恭行

Yasuyuki Ohkawa

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

1細胞トランスクリプトミクス による骨格筋特異的クロマチン構造の解明 発表

Transcriptional Plasticity regulated by novel Histone H3 Varigants

Chromatin Integration Labeling- an Epigenomic Profiling for Single Cell Analysis

細胞ポテンシャル測定システムの開発

 １．発表者名



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第７回骨格筋生物学研究会

九大発産・学・官交流促進シーズ発表会2019

Muscle Development, Regeneration and Disease 2018（国際学会）

NCNP神経研究所セミナー（招待講演）

大川恭行

大川恭行

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

遺伝子発現能から迫る骨格筋再生機構の解明～トランスクリプトミクスによるアプローチ～

骨格筋再生におけるヒストン転換

単一細胞レベルのエピゲノム解析技術

Low-input Epigenomic Profiling Technology toward Identifying Myogenic Chomatin Structure.

 １．発表者名

 １．発表者名

大川恭行

Yasuyuki Ohkawa



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

東京大学理学部研究セミナー（招待講演）

 ３．学会等名

大川恭行

大川恭行

大川恭行

大川恭行

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回日本エピジェネティクス研究会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

1細胞エピゲノム解析技術の開発

ゲノムワイドな遺伝子発現制御機構を基盤とした神経組織特異的クロマチン構造の解明

ChiLT-an epigenomic Profiling for Single Cell Analysis

クロマチン組成変化から考える細胞分化能制御～トランスクリプトミクスの新たな展開～

 １．発表者名

【ゲノム編集】ｷｯｸｵﾌミーティング

第2回代謝統合オミクス領域会議



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Gordon Research Conference「Chromatin Encounters Shaping Genome Architecture and Function」（国際学会）

2018 Federation of American Societies for Experimental Biology (FASEB)（国際学会）

The 6th Society of Skeletal Muscle Cells

CREST領域会議

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yasuyuki Ohkawa

大川恭行

大川恭行

Yasuyuki Ohkawa

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Histone H3.3 sub-variants are required for regulating skeletal muscle differentiation.

Histone composition in chromatin regulates skeletal muscle regeneration

細胞ポテンシャル測定システムの開発

ChiLT-an Epigenomic Profiling for Single Cell Analysis

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

ゲノム編集班会議

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Cell Symposium: Single Cells: Technology to Biology（国際学会）

第７回骨格筋生物学研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

大川恭行

 ２．発表標題

大川恭行

大川恭行

Yasuyuki Ohkawa

理研連携プロジェクト「エピゲノム操作」（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

骨格筋再生におけるヒストン転換

1細胞トランスクリプトミクス による骨格筋特異的クロマチン構造の解明 発表

Transcriptional Plasticity regulated by novel Histone H3 Varigants

Chromatin Integration Labeling- an Epigenomic Profiling for Single Cell Analysis

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

九大発産・学・官交流促進シーズ発表会2019

CDBシンポジウム2018（招待講演）

大川恭行

大川恭行

大川恭行

大川恭行

よこはまNMR研究会（招待講演）

群馬大学生調研セミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

単一細胞レベルのエピゲノム解析技術

ChILT- an Epigenomic Profiling for Single Cell Analysis

ヒストンH3の選択による細胞分化制御機構　～トランスクリプトミクスによるアプローチ～

ヒストンH3の選択による細胞分化制御機構～トランスクリプトミクスによるアプローチ～

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

PROS学術シンポジウム（招待講演）

日本がん分子標的治療学会TRワークショップ（招待講演）

クロマチン一般公開シンポジウム（招待講演）

京都大学 学術講演会（招待講演）

大川恭行

大川恭行

大川恭行

大川恭行

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

1細胞エピゲノム解析技術の開発

ゲノムから遺伝子が選ばれる仕組み

ヒストンバリアントによる細胞運命決定機構

骨格筋再生を制御するゲノムワイドな遺伝子制御機構～ヒストンの組成変化が拓く新たなエピゲノム制御～

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

研究セミナー（招待講演）（国際学会）

日本遺伝学会第89回大会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大川恭行

 ２．発表標題

大川恭行

大川恭行

大川恭行

2017年度生命科学系学会合同年次大会

第12回研究所ネットワーク国際シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ヒストンバリアントによる組織特異的クロマチン構造の形成

ヒストンH3バリアントで制御される組織特異的構造 Tissue-specific Chromatin Structures regulated by Histone H3 Variants
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